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Web3 開発事業者向け決済インフラを提供する 

Transak 社への出資に関するお知らせ 
 

SBI ホールディングス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役会長兼社長：北尾 吉孝、以下「当

社」）は、当社グループが運営する SBI‐Sygnum（シグナム）‐Azimut（アジムット） Digital Asset 
Opportunity Fund（所在地：シンガポール、以下「本ファンド」）を通じて、分散型アプリケーショ

ン開発事業者向けに法定通貨から暗号資産の購入・売却を可能にする決済インフラを提供する

Transak Inc.（本社：米国、創業者兼最高経営責任者：Sami Start、以下「Transak 社」）へ出資する

ことに合意いたしましたので、お知らせいたします。 
 
2019 年に米国で創業した Transak 社は、2020 年より分散型アプリケーション開発事業者向けに

法定通貨による暗号資産の売買に係る決済インフラの提供を開始し、現在では米国、英国、EU を中

心に世界各地で導入されており、業界トップクラスの総取引量を実現しております。 
Transak社の決済インフラは開発事業者のアプリケーションに 2-3営業日で実装することが可能で

あることから開発事業者から選好され、エンドユーザーからも効率化されたオンボーディングプロセ

ス（口座開設、本人確認、ウォレット接続など）、更にはクレジットカードに加え、米国などで即時ロ

ーカル決済が可能である Transak 社の決済インフラを利用したアプリケーションが選好されており

ます。将来的にはエンドユーザーの全てのオンボーディングプロセスを一気通貫で完結させエンドユ

ーザー獲得を強化し、即時ローカル決済が可能であるエリアを拡大させ、エンドユーザーの利便性を

より向上させる計画です。 
 
本ファンドは、デジタル資産分野の先駆者である当社グループと Sygnum 銀行グループの両社が

補完的にもたらすデジタル資産・金融サービス・フィンテック全域にわたる深い専門知識や、アジア

とヨーロッパに跨る両社のネットワークを活用して運用いたします。本ファンドは、両社の子会社で

ある SBI Ven Capital Pte. Ltd.（本社：シンガポール、代表：林 良輔）と Sygnum Pte. Ltd.（本社：

シンガポール、代表：Gerald Goh）が共同で運用を行い、東南アジアとヨーロッパにてベンチャー投

資を行っております。 
 
当社グループは、2016 年の米 Ripple 社、2017 年の米 R3 社への出資をはじめ、ブロックチェー

ン・暗号資産領域において早い時期から積極的な種まきに注力してまいりました。今後の Web3 の大

きな将来性を確信している当社グループは、引き続き Web3 の実用化を先導し、金融業界の近未来を

切り拓いてまいります。 
 

◆SBI-Sygnum-Azimut Digital Asset Opportunity Fund について 
当ファンドは、2021 年シンガポールにて組成され、東南アジアとヨーロッパ地域を中心に、主に

暗号資産、分散型台帳技術(Decentralized Ledger Technology, DLT) インフラ、分散型金融、レギュ

レーションテックに関連する革新的なテクノロジーを保有する有望なアーリーステージのスタート

アップ企業に投資いたします。急成長するデジタル資産業界における、当社、スイス Sygnum 銀行、



                                                    

イタリア Azimut 各グループの知見とエコシステムを活かして、有望なデジタル資産関連会社の成長

と支援してまいります。 
 
◆SBI グループについて 

1999 年創業の SBI グループは、日本におけるインターネット金融サービスのパイオニアとして、

証券、銀行、保険分野を中心にインターネットを通じてより低価格で利便性の高い商品やサービスを

提供する金融サービス事業を運営しているほか、資産運用事業、投資事業、暗号資産事業、非金融事

業をグローバルに展開するインターネット総合金融グループです。 
投資事業においては、米国の Ripple 社や R3 社など世界的に有名な DLT 企業に投資実績を持つ

ほか、2022 年 12 月末時点で 6,911 億円の投資残高を保有し、アジアの金融およびテクノロジー業界

のベンチャー企業の成長と成功を支援してきた実績があります。 子会社である SBI Ven Capital は、

シンガポール金融当局（Monetary Authority of Singapore）より認可を受けた資産管理会社として、

2007 年の設立以降、主に東南アジアや南アジアの企業への投資を実施し、2022 年 12 月末現在で 6.2
億米ドルの資産を運用しております。 
 
◆Sygnum 銀行グループについて 

Sygnum 銀行グループは、2019 年にスイスの金融当局（Swiss Financial Market Supervisory 
Authority）から銀行免許を付与されたデジタル資産銀行として営業を開始し、またシンガポールに

おいても当局認可を受けた資産管理会社として活動する、デジタル資産のスペシャリストです。近年

のスイスにおけるデジタル資産に関連する数々のベンチャー企業の立ち上げにおいても、重要な役割

を果たしています。 
 
◆Azimut グループについて 

Azimut グループは 1989 年創業のヨーロッパ有数の資産運用会社であり、Azimut Holdings は

2004 年よりイタリア証券取引所に上場しています。世界各国に拠点を構え、金融商品の管理・販売

を行っています。 
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本プレスリリースに関するお問い合わせ先：  
SBI ホールディングス株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 03-6229-0126 


